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GYFの活動趣旨と近況 

◇「グローバルユースフェスタ（以下、GYF＝Global Youth Festa）」は、グローバル人材育
成の環境づくりをめざし、学生・教育機関、および企業・ビジネスマンと連携しながら、各種プ
ログラムの企画開発・実行を推進していきます。 

 活動の端緒として、GYF主催による、初のリアルイベントを今秋、開催いたしました。 
 
◇CEATEC JAPAN 2012(10/2～10/6：幕張メッセ）において、特別企画「Smart Mobility 
“ZERO”」とのジョイント開催となり、GYF専用スペースとステージを活用し、学生たちと
企業・ビジネスマンとの出会いと交流を支援する各種プログラムを運営いたしました。 

 

◇関東圏を中心に、全国各地から理工系学生、在日留学生が参集し、個々の企業につ
いて体感し、研究を深めたり、業界やビジネスの今と未来を実感できる貴重な実体験
の場を提供することができました。 

 
◇GYFは、このCEATEC JAPAN 2012におけるリアルイベントを皮切りとし、今後、企業・業界・
産業界と学生・教育機関（主に、大学・短大・専門学校・高専・高校）と連携しながら、未
来社会を担うグローバル人材育成の環境づくりに向け、活動展開してまいります。 
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GYF活動展開のテーマと枠組み 

活動テーマ：グローバル人材育成の環境づくり 

学生 
教育機関 

ビジネスマン 
企業 

業界団体 

官公庁 
自治体 

展示会 
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採用支援 
の企業 

Global Youth Festa 
 融合の場をつくり、ムーブメントを沸き起こす  

主対象 
（国内外） 

ムーブメントづくり 
の連携先 

…その他、 
 今後、拡大 

◎多様な、企業・団体と協力関係を構築しながら、GYF運営を推進していきます。 

例：CEATEC 
Japan2012での
特別企画 
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GYF：初期（2012～2013年）の活動基盤づくりとモデル運営 

活動テーマ：グローバル人材育成の環境づくり 

◎CEATEC JAPAN2012での開催を先行事例に、主要業界団体との協力関係、主要展示会との協力
関係について、本格的に提案・調整に入り、実行のモデルづくりを進めます。 

GYF初期の活動：展示会との連携による業界理解＆ビジネス体感の場の提供 

学生 企業 

Global Youth Festa 
B2B展示会の場をプラットフォームとして活用 

＝学生が企業・産業を体感し、学ぶ場 
 【手法】 ①国内主要コンベンションとの連携開催 
    ②就活イベント（企業合同説明会等）との連携開催 

【プロモーションの手法】 
①業界団体・展示会主催者との連携 
②採用PR企業との連携 
③人材開発支援企業との連携 

【プロモーションの手法】 
①学生ネットワークとの連携 
②採用PR企業との連携 

③就活支援機構（各大学キャリアセン
ター等）との連携 
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Global Youth FESTA 2012 

◎実施報告◎ 

見る！ 聞く！ 話す！ 触れる！ 感じる！ 想像する！ 

2012年10⽉2⽇（⽕）〜 6⽇（⼟）：幕張メッセ CEATEC JAPAN2012 同時開催 
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GYF2012実績：10月CEATEC JAPAN 2012にて始動！！ 

◇Global Youth FESTAは、今秋、活動の第一弾として、国内最大級のビジネスコンベンションである
CEATEC JAPAN 2012 を舞台に、リアルイベントを開催いたしました。 

 

【 CEATEC JAPAN 2012 の実施概要】 
◇会期：2012年10⽉2⽇（⽕）〜 6⽇（⼟） 
◇会場：幕張メッセ 千葉市美浜区中瀬2-1 
◇主催（３団体）：一般社団法人情報通信ネットワーク産業協会（CIAJ）、一般社団法人電子情報技術産業協会
（JEITA）、一般社団法人コンピュータソフトウェア協会（CSAJ） 

◇後援：経済産業省、総務省、日本放送協会他、24 省庁・団体 
◇協賛：社団法⼈電気通信事業者協会、全国家電流通協議、⼀般社団法⼈⽇本⾃動⾞⼯業会他、92 団体 
 
◇テーマ：、「Smart Innovation － 豊かな暮らしと社会の創造」 
 

【 CEATEC JAPAN 2012 の開催規模】 
◇参加：624 社／団体（うち海外：19 カ国／地域から、161 社／団体）、 
◇小間数：2,288 小間 
◇会期中の登録来場者総数：5 日間合計で162,219 名。 
◇開催前日の10月1日（月）に開催した記者会見には、103 名の報道関係者が出席。 
◇会場を直接取材したマスコミ関係者は、総勢1,867 名。 
◇コンファレンス：、合計152セッションを実施。聴講者数は、延べ18,101名。 
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GYF2012：CEATECと自動車工業会の特別展示スペースで開催 

◇Global Youth FESTA 2012は、CEATEC JAPAN 2012における特別展示「Smart Mobility Innovation 
2012＝SMI2012」の一画において開催しました。 

◇SMI2012は、主催：CEATEC JAPAN実施協議会、後援：一般社団法人日本自動車工業会の構成で、
いわば、ICT業界と自動車業界の共同企画。主要自動車メーカーをはじめ、eMobilityメーカー、関連メー
カー、部品メーカー、ICT系企業など、計100社／団体が参画しました。 

◇SMI2012では、1) SMI テストライド（電気自動車や電動二輪車の試乗体験）、2) SMI スタジオ（デモ
やトークセッション）、3) Smart Mobility “ZERO”＋Global Youth FESTA 2012、の３つの大型展示企
画が運営されました。 

◇Smart Mobility “ZERO”では、日産自動車を主幹に、「電気自動車」、「太陽光発電」、「モバイル通信」
によって創られた災害に強く、エネルギーと交通の両面で効率が高い次世代スマートコミュニティを可視化し
た共同展示エリアが展開され、多くの注目を集めました。 

Smart Mobility Innovation 2012 
CEATEC JAPANと自動車工業会の共同企画 

Smart Mobility 
Innovation 2012の 
会場風景。家電と車
の融合だ。 
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Global Youth FESTA 2012 
 
 ◇会期：10月2日（火）～6日（土）10:00～17:00  
 ◇会場：幕張メッセ 1HALL 
 ◇CEATEC JAPAN 2012 特別展示「Smart Mobility “ZERO”」とのジョイントプログラムで運営。 
  ＊Smart Mobility “ZERO”は、日産自動車を主幹にEV、太陽光発電、モバイル通信関連企業によるコラボレーション展示を行った。 
 

 ◆主催：グローバルユースフェスタ事務局 
    事務局運営企業：株式会社マーコムインターナショナル／株式会社インキュベーション・サーカス 
 ◆共催：ゼンケンユー・エル・エム株式会社 
 ◆協力：アイティメディア株式会社 
    株式会社アイグロー（大学生 OF THE YEAR主催） 
    独立行政法人宇宙航空研究開発機構（JAXA） 
    カシオ計算機株式会社  
    デジタルハリウッド 
    公益財団法人日本生産性本部 
    モバイルコンピューティング推進コンソーシアム（MCPC） 
    留学生就職支援ネットNAP 
 ◆後援：文部科学省 
 

GYF2012：実施概要 
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◇会場は、特別展示「Smart Mobility Innovation 2012」（主催：CEATEC JAPAN実施協議会、後援：
一般社団法人日本自動車工業会）に設けられました。この特別展示は、CEATEC JAPAN と東京モー
ターショーのジョイント企画であり、メディアの注目度も非常に高いものとなりました 

◇GYF2012は、この特別展示スペースを舞台に、「Smart Mobility “ZERO”」とのジョイントプログラムで実
施いたしました。 

★幕張メッセ HALL1で開催 

★ 

Smart Mobility “ZERO”の全体イメージ 

EVデモ走行／ブース屋根には太陽光発電パ
ネルを設置し、スマートハウス-EV間のデモを
行うなど先端技術の体感の場となった。 

Smart Mobility Innovation 2012 

SMIテストライド  
SMIスタジオ  
Smart Mobility "ZERO"  
Global Youth FESTA 2012 

GYF2012：会場スペースの概要 

日産EV車の
無人走行デモ
などで話題に
なった会場 
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GYF2012：プロジェクト・ストーリー（ブース）参画企業 

◇Global Youth FESTA 2012では、ゼンケン・ユー・エル・エム㈱の企画・運営により、ブースを活用した「プ
ロジェクト・ストーリー」を全日、運営いたしました。 

◇企業各社より、新製品や新技術のプロジェクト・ストーリーをプレゼンテーションしながら、学生と企業との
出会いとコミュニケーション機会を広げていく狙いです。 

◇GYFでは、学生たちが、最先端の技術や製品に触れ、そこにかかわる企業人の意識や姿勢と向き合うこ
とは、社会を学び、将来の進路やキャリアプランを考える上で、非常に価値ある経験になると考えています。
「プロジェクト・ストーリー」のコーナーは、GYFコンセプトを参画企業と共に体現する、新しい試みの場でもあ
りました。 

㈱アイグロー 
アイティメディア㈱ 
伊藤忠テクノソリューションズ㈱ 
㈱インターネットイニシアティブ 
宇宙航空研究開発機構 
㈱NTTデータ フロンティア 
㈱NTTドコモ 
㈱NEC情報システムズ 
小田急電鉄㈱ 
京セラ㈱ 
公益財団法人日本生産性本部 
コクヨ㈱ 
コニカミノルタホールディングス㈱ 
ザ･パック㈱ 
信越化学工業㈱ 
新日鉄住金エンジニアリング㈱ 
ゼンケンユー・エル・エム㈱ 
ソネットエンタテインメント㈱ 
TAC㈱ 

㈱大都技研 
東洋エンジニアリング㈱ 
中日本高速道路㈱ 
㈱ナビタイムジャパン 
㈱ニトリ 
ニフティ㈱ 
日本電信電話㈱ 
日本ユニシス㈱ 
㈱ビービット 
富士通テン㈱ 
㈱富士通ミッションクリティカルシステムズ 
藤森工業㈱ 
プライムアースＥＶエナジー㈱ 
ブラザー工業㈱ 
㈱マクロミル 
㈱ミツトヨ 
三菱自動車工業㈱ 
ヤフー㈱ 
リンテック㈱ 

■Global Youth FESTA 2012 ：プロジェクト・ストーリー（ブース）参画企業 ＊順不同 
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GYF2012：“ZERO”でのステージプログラム 

GYF2012 
ステージパフォーマンス 

ユースに関連する様々な分野か
らスピーカーを招き、メッセージの
発信やプレゼンテーションを行っ
ていただきました。 
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GYF2012：学生来場者 

CEATEC JAPAN 2012 来場学生数 

◇GYFへの来場学校数：１９０校（大学・大学院、専門学校、高専、高校） 
◇GYFへの来場学生の多かった上位20校（来場者数順） 
 芝浦工業大学／千葉工業大学／千葉大学／法政大学／電気通信大学 
 東京電機大学／東京理科大学／東京工業大学／早稲田大学 
 慶應義塾大学／ 日本大学／東京農工大学／明治大学／東京工芸大学 
 横浜国立大学／ 茨城県立産業技術短期大学校 
 埼玉県立狭山工業高等学校／東京都立荒川工業高等学校 
 東京大学／首都大学 

＊データはCEATEC JAPAN 各年度の実施報告書より 

Global Youth FESTA 2012 来場学生の属性 

◇CEATEC JAPAN全体では、2012年の学生来場者は、例年に比較し、2割程度アップしています。 
 この増加は、GYF2012の開催効果であると推察されます。 

＊データはGlobal Youth FESTA事務局調べ。 

CEATEC JAPAN

2011

CEATEC JAPAN

2012

来場者数：全体 172,137 162,219

学生の比率 6.8% 8.2%

学生の来場者数 11,705 13,302


